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宮崎保健所管内での高い人工死産率と

その関連要因
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目的　宮崎保健所管内での高い人工死産率の実態を整理するとともに，人工死産の関連要因を明らかにす

る。

方法　第1に，既存統計資料として人口動態統計（1990-92年）および優生保護統計報告（1990-93年）を用

いて，宮崎保健所管内の人工死産および人工妊娠中絶の特徴を全国と比較した。第2に，1990-93年の

宮崎保健所管内の嫡出の人工死産児279人と1992年の人口動態調査出生票から系統抽出した嫡出の出生

児1,012人について，死産票および出生票に記載された要因に関する比較を行い，人工死産に係わるリ

スクを評価した。

成績　宮崎保健所管内の人工死産率は全国の2.1倍と高率であり，20歳未満と40歳以上で人工死産率が著し

く高率であった。人工妊娠中絶のうちで妊娠満12週以後のものが人工死産として報告されるが，宮崎

保健所管内の人工死産率が高率である一因は人工妊娠中絶の実施時期がやや遅いために人工死産とし

て届けられる割合が多いこと，特にこの遅れが人工妊娠中絶率の高い20歳未満で多いことにあった。

嫡出の人工死産児と出生児との比較から，母が高年齢，多い出生子数，および死産経験が人工死産と

極めて強い関連を持つことが明らかになった。また，郡部に比べて市部での人工死産リスクが高く，

出生子数が少ない医療施設で人工死産が多く実施される傾向がみられた。

結論　宮崎保健所管内での人工死産率が顕著に高率なのは，人工妊娠中絶の頻度が多いことに加えて，その

実施時期の遅れのためであった。高年齢での人工死産の多くを占める嫡出子においては，母の年齢と出

産歴が人工死産と強く関連を示した。家族計画および受胎調節の指導を，さまざまな機会を捉えて高年

齢に及ぶまで継続して実施することの重要性が示唆された。
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